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４．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果 

4.1 大陸棚外縁断層海底地形面調査結果 
4.2 棚上及び棚下の地層の堆積年代に係るボーリング調査結果 
4.3 12M-02測線で確認される海底面の高まりに係る考察 
4.4 No.4測線で確認される曲がりの形状に係る考察 
4.5 文献の示す断層位置に係る考察 
4.6 No.3_2014測線のＥ層の落差に係る検討 
4.7 No.2測線の斜面部の堆積物の傾斜に係る考察 
4.8 No.2測線で確認される谷状の反射面に係る考察 
4.9 12M-06測線で確認される谷状の反射面に係る考察 
4.10 深度断面で見られる引きずり構造に係る考察 
4.11 文献（池田（2012））の指摘に対する見解 
4.12 大陸棚外縁断層の断層活動時期 
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 4.9 12M-06測線で確認される谷状の反射面に係る考察① 

 1000番付近においてＡ層基底面に谷状の反射面が確認されるが，ＢＰ/ＣＰ境界に変位及び変形は認められない。 

海域の地質層序 

No.3 

12ML-01 

No.3_2014 

12ML-01_2014 

12M-02 No.4 

12M-03 

12M-04 

12M-05 

No.2 

12M-07 

12M-08 

No.1 

東通原子力発電所 

12M-01 

大陸棚外縁断層と測線位置図 

12M-06 

鳥瞰図 

音波探査記録及び海底地質断面図（12M-06測線） 

A層基底面に谷状の反
射面が確認される。 

断層位置 海上保安庁(1975) 断層位置 活断層研究会(1991) 

拡大範囲 
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 4.9 12M-06測線で確認される谷状の反射面に係る考察② 

大陸棚外縁断層と測線位置図 

12M-04 

No.3 

12M-05 

No.2 
12ML-01 

12M-07 

12M-08 

東通原子力発電所 

No.3_2014 

12M-01 

No.4 12M-02 

12M-03 

JS73-1 

12M-06 

No.A-112 

No.1 

12ML-01_2014 拡大範囲 

12M-06測線でＡ層基底面に谷状の反射面が確認される
1000番付近 
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 4.9 12M-06測線で確認される谷状の反射面に係る考察③ 

 12M-06測線に隣接するNo.A-112測線においては12M-06測線の1000番付近で確認されるようなＡ層基底面の谷状の反射面は確認されない。 

 また，ＢＰ層内の反射面の形状に変位及び変形は認められない。 

12M-06測線でA層基底面に 
谷状の反射面が確認される範囲 

No.A-2 

No.A-1-1 
12M-13 

No.A-2 

No.A-1-1 
12M-13 

No.4測線南方のNo.A-1127測線の音波探査記録解析結果 

【12M-06測線で確認される谷状の反射面に係る考察のまとめ】 
 
 12M-06測線の1000番付近においてＡ層基底面に谷状の反射面が確認されるが，ＢＰ/ＣＰ境界に変位及び変形は認められない。 
 12M-06測線に隣接するNo.A-112測線においては12M-06測線の1000番付近で確認されるようなＡ層基底面の谷状の反射面は確認されない。また，ＢＰ層内の

反射面の形状に変位及び変形は認められない。 
 以上のことから，12M-06測線で確認されるＡ層基底面の谷状の反射面については，断層活動の影響によるものではないと判断される。 
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４．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果 

 4.10 12ML-01_2014測線：スタック断面，時間断面 
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 4.10 12ML-01_2014測線：深度断面，深度断面変換時の推算速度 
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※上記速度値の単位；m/s 

解釈線なし 解釈線あり 

引きずり構造のような反射面
が見える箇所 

 12ML-01_2014測線の音波探査記録解析結果によると，深度断面で見られる大陸棚斜面基部付近の引きずり構造のような反射面（多重反射面）は，時間断面では認められない。 

 これは，時間断面から深度断面への変換の際に用いる水平方向の推算速度の差により生じたものと考えられる。 

 なお，大陸棚外縁断層直上のＢＰ/ＣＰ境界に断層活動の影響による変位及び変形は認められない。 
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 4.10 12ML-01測線：スタック断面，時間断面 
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４．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果 

 4.10 12ML-01測線：深度断面，深度断面変換時の推算速度 

深
度
断
面
（推
算
速
度
記
載
） 

深
度
断
面 

解釈線なし 解釈線あり 

引きずり構造のような反射面
が見える箇所 

 12ML-01_2014測線と同位置の12ML-01測線の音波探査記録解析結果では，深度断面で見られる大陸棚斜面基部付近の引きずり構造のような反射面は，時間断面では認められない。 

 これは，時間断面から深度断面への変換の際に用いる水平方向の推算速度の差により生じたものと考えられる。 

 なお，大陸棚外縁断層直上のＢＰ/ＣＰ境界に断層活動の影響による変位及び変形は認められない。 

※上記速度値の単位；m/s 
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 4.10 No.2測線：スタック断面，時間断面 
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 4.10 No.2測線：深度断面，深度断面変換時の推算速度 

深
度
断
面
（推
算
速
度
記
載
） 

深
度
断
面 

引きずり構造のような反射面
が見える箇所 

 12ML-01測線に隣接するNo.2測線の音波探査記録解析結果によると，深度断面で見られる大陸棚斜面基部付近の引きずり構造のような反射面は，時間断面では認められない。 

 これは，時間断面から深度断面への変換の際に用いる水平方向の推算速度の差により生じたものと考えられる。 

 なお，大陸棚外縁断層直上のＢＰ/ＣＰ境界に断層活動の影響による変位及び変形は認められない。 

※上記速度値の単位；m/s 
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４．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果 

 4.10 No.3_2014測線：スタック断面，時間断面 
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４．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果 

 4.10 No.3_2014測線：深度断面，深度断面変換時の推算速度 

深
度
断
面
（推
算
速
度
記
載
） 

深
度
断
面 

引きずり構造のような反射面
が見える箇所 

 No.3_2014測線の音波探査記録解析結果によると，深度断面で見られる大陸棚斜面基部付近の引きずり構造のような反射面は，時間断面では認められない。 

 これは，時間断面から深度断面への変換の際に用いる水平方向の推算速度の差により生じたものと考えられる。 

 なお，大陸棚外縁断層直上のＢＰ/ＣＰ境界に断層活動の影響による変位及び変形は認められない。 

解釈線なし 解釈線あり 
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４．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果 

 4.10 No.3測線：スタック断面，時間断面 

No.3 
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4-69 ４．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果 

 4.10 No.3測線：深度断面，深度断面変換時の推算速度 

深
度
断
面
（推
算
速
度
記
載
） 

深
度
断
面 

引きずり構造のような反射面
が見える箇所 

 No.3_2014測線と同位置のNo.3測線の音波探査記録解析結果によると，深度断面で見られる大陸棚斜面基部付近の引きずり構造のような反射面は，時間断面では認められない。 

 これは，時間断面から深度断面への変換の際に用いる水平方向の推算速度の差により生じたものと考えられる。 

 なお，大陸棚外縁断層直上のＢＰ/ＣＰ境界に断層活動の影響による変位及び変形は認められない。 
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解釈線なし 解釈線あり 
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４．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果 

4.1 大陸棚外縁断層海底地形面調査結果 
4.2 棚上及び棚下の地層の堆積年代に係るボーリング調査結果 
4.3 12M-02測線で確認される海底面の高まりに係る考察 
4.4 No.4測線で確認される曲がりの形状に係る考察 
4.5 文献の示す断層位置に係る考察 
4.6 No.3_2014測線のＥ層の落差に係る検討 
4.7 No.2測線の斜面部の堆積物の傾斜に係る考察 
4.8 No.2測線で確認される谷状の反射面に係る考察 
4.9 12M-06測線で確認される谷状の反射面に係る考察 
4.10 深度断面で見られる引きずり構造に係る考察 
4.11 文献（池田（2012））の指摘に対する見解 
4.12 大陸棚外縁断層の断層活動時期 
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 4.11 文献（池田（2012））の指摘に対する見解① 

【池田（2012）の主な論点】 

 事業者の海上音波探査記録に筆者が地質学的解釈を加筆し，大陸棚外縁断層の動きは最近12万年間も継続していると指摘している。 

 上記の指摘は，大陸棚の上にも棚下から連続するpost-rift期（正断層の活動期の後）の地層が存在し，その地層が主断層先端部で短縮変形を受けているという地質学的解釈
を前提としている。また，この短縮変形は，主断層が逆断層として再活動することによって生じたという解釈に基づくものであるとしている。 

池田(2012)より抜粋 

【池田（2012）の主な論点に対する当社の見解】 

 尻屋海脚東縁部から東通村老部川沖の大陸棚外縁部を経て鷹架沼沖の大陸棚に至る海域において，西側隆起の断層が推定され，全区間においてＣＰ層下部に変位あるいは
変形が認められるものの，いずれの測線においても，少なくともＢＰ/ＣＰ境界に変位及び変形は認められないことから，大陸棚外縁断層は第四紀後期更新世以降の活動はない。 

 池田（2012）の解釈によると，棚下から連続するpost-rift期（正断層の活動期の後）の地層が棚上まで連続するとしている。しかし，海上ボーリング調査及び採泥（ドレッジ）調査
の結果から，棚下から棚上まで連続するpost-rift期（ＤＰ層以降）の地層は認められず，棚上にはＥ層が露出していることを確認した。 

No.3測線上のＣＨ－３孔において有孔虫化石G.rikuchuensis(約12.6～11.5Ma)を，12ML-01測線上のＣＨ－５孔においてD.lauta帯(約16.0～14.6Ma)に対比される珪藻化石群集
等を確認したことから，大陸棚上の地層は，中期中新世に堆積した陸域の蒲野沢層相当の地層であるＥ層と判断される。 

No.3測線上の採泥地点からは，その他の採泥地点と同様に，シルト岩や泥岩が確認されており，陸域の蒲野沢層相当の地層であるＥ層と判断され，棚上にはＥ層が連続して
分布していることを確認した。 

一方，棚下の地層は，火山灰分析及び微化石分析の結果から，第四系前期更新統～第四系後期更新統のＣＰ層～ＢＰ層が分布していることを確認した 

【当社の評価結果：No.3測線】 

Ｈ：Ｖ＝1：2 

     有孔虫化石G.rikuchuensis（約12.6～11.5Ma）を確認 
    Os-2（約0.27Maの軽石）を確認  
    放散虫化石L.sakaii の初産出(約1.03Ma)，放散虫化石E.matuyamai の終産出(約1.03Ma)を確認 
    放散虫化石C.tetrapera の終産出（約11.7Ma），放散虫化石E.inflatum の終産出（約11.7Ma）を確認 
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  (1500m) 

←西 東→ 

F 

CH-３孔 1900 1800 1700 1600 2000 2100 2200 

ＣＨ-1孔 

BP 

ＣＨ-６孔 

ＣＨ-２孔 

DP 

※黒矢印は採泥試料採取箇所を示す。 

No.5 No.5-2 No.6-2 
No.7 



4-72 ４．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果 

 4.11 文献（池田（2012））の指摘に対する見解② 

 No.3測線上のCH-3孔のコアは主に泥質砂岩からなり，微化石分析の結果，有孔虫化石G.rikuchuensis（約12.6～11.5Ma）等が確認されたことから，陸域の蒲野沢層相当の地層
であるＥ層に相当すると判断される。 

調査位置図 

  :コア未回収区間 

100 

150 

200 

泥質砂岩(ＣＨ-３_1X-01) 

泥質砂岩(ＣＨ-３_2X-01) 

泥質砂岩(ＣＨ-３_3X-03) 

泥質砂岩(ＣＨ-３_4X-01) 

 ※No.3_2014測線音波探査記録解析結果 
     （高周波160Hz以上で解析） 

海面下
(m) 

CH-3 

0 

50 12ML-01_2014測線 

No.102_2014測線 
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左京沼 

東北電力㈱・東京電力㈱により実
施したボーリング調査結果では，
Ｅ層分布域において蒲野沢層が，
Ｆ層分布域において泊層が確認さ
れている。 

４．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果 

 4.11 文献（池田（2012））の指摘に対する見解③ 

事業者による尾駮沼沖の大陸棚で実施したボーリング調査結果では，Ｅ
層分布域において鷹架層上部層が確認されている。 

地質調査所の採泥調査では，左京沼東方の大陸棚外縁付近において，D.hyalina 
zone（中期中新世）に対比される珪藻化石群集が確認されている。 

蒲野沢層については「塊状泥岩，頁岩，砂岩及び軽石凝灰岩を主とし，細粒
凝灰岩，礫岩等を挟在する。」と東京電力株式会社（2010）に記載されている。 



4-74 ４．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果 

 4.11 文献（池田（2012））の指摘に対する見解④ 

採泥調査位置図 

凡例 

 2013年に日本原燃㈱，東京電力㈱，東北電力㈱及びリサイクル燃料貯蔵㈱共同で，データ拡充を目的として，大陸棚の棚上（大陸棚肩付近を含む）において採泥（ドレッジ）調
査を実施した。 



4-75 ４．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果 

 4.11 文献（池田（2012））の指摘に対する見解④ 

 珪藻化石分析の結果から，小老部川沖合の大陸棚外縁部は蒲野沢層すなわち海域のＥ層が分布していると判断される。 

砂岩断面写真 
（No.14-2） 

拡大範囲 

凡例 

地形陰影図 

小老部川 

H:V=1:4 

12ML-01測線 

砂岩断面写真（No.14） 

シルト岩断面写真 
（No.F-2） 

砂岩断面写真 
（No.14-2） 

←↓ Denticulopsis lauta zone (約16-15Ma) 

Denticulopsis hyalina zone  

(約15-13Ma) 

No.2測線 

H:V=1:4 

砂岩断面写真 

（No.E） 

断層 

断層 



4-76 ４．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果 

 4.11 文献（池田（2012））の指摘に対する見解⑤ 

 No.3測線上の採泥地点からは，その他の採泥地点と同様に，シルト岩や泥岩が確認されており，陸域の蒲野沢層相当の地層であるＥ層であると判断される。 

凡例 

No.3測線 

H:V=1:4 

シルト岩断面写真 
（No.5-2） 

泥岩断面写真 
（No.7） 

凡例 

採泥（ドレッジ）調査実施箇所 

（   は大陸棚肩付近） 

断層 
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４．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果 

4.1 大陸棚外縁断層海底地形面調査結果 
4.2 棚上及び棚下の地層の堆積年代に係るボーリング調査結果 
4.3 12M-02測線で確認される海底面の高まりに係る考察 
4.4 No.4測線で確認される曲がりの形状に係る考察 
4.5 文献の示す断層位置に係る考察 
4.6 No.3_2014測線のＥ層の落差に係る検討 
4.7 No.2測線の斜面部の堆積物の傾斜に係る考察 
4.8 No.2測線で確認される谷状の反射面に係る考察 
4.9 12M-06測線で確認される谷状の反射面に係る考察 
4.10 深度断面で見られる引きずり構造に係る考察 
4.11 文献（池田（2012））の指摘に対する見解 
4.12 大陸棚外縁断層の断層活動時期 



4-78 ４．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果 

 4.12 大陸棚外縁断層の正断層としての活動時期 

 Ｅ層のアイソパックマップ及び反射断面図から，Ｅ層の層厚が大陸棚外縁断層を境に西側で厚いことから，大陸棚外縁断層はＥ層堆積時には西落ちの正断層として活動してい
たと考えられる。 

Ｅ層のアイソパックマップ 

12ML-01 

No.3 

Ｅ層 

Ｅ層 12ML-01 

1sec 

2sec 

0sec 

1sec 

2sec 

0sec 

E→ ←W 

ESE→ ←WNW 

1sec 
(750m) 

2sec 
(1500m) 

0sec 
(0m) 

3sec 
(2250m) 

1sec 

2sec 

0sec 

No.3 Ｅ層 

Ｅ層 

断層（反射断面において当該層に変位が認められる箇所） 

伏在断層（反射断面において当該層の下位層に変位が認められる箇所） 
 
 

 赤線；「震源として考慮する活断層」として評価している断層 

 黒線；「震源として考慮する活断層」ではないと評価している断層 

※ケバは断層面の傾斜方向を示す 

凡例 

断層 

断層 



4-79 ４．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果 

 4.12 大陸棚外縁断層の逆断層としての活動開始時期 

 ＤＰ層のアイソパックマップ及び反射断面図から，ＤＰ層が大陸棚外縁断層の東側のみに厚く分布し，同断層に切られていることから，大陸棚外縁断層はＤＰ層堆積時に逆断層
センスの活動を開始したと考えられる。 

ＤＰ層のアイソパックマップ 

12ML-01 

No.3 

ＤＰ層 

12ML-01 

1sec 

2sec 

0sec 

1sec 

2sec 

0sec 

1sec 
(750m) 

2sec 
(1500m) 

0sec 
(0m) 

3sec 
(2250m) 

1sec 

2sec 

0sec 

No.3 

ＤＰ層 

断層（反射断面において当該層に変位が認められる箇所） 

伏在断層（反射断面において当該層の下位層に変位が認められる箇所） 
 
 

 赤線；「震源として考慮する活断層」として評価している断層 

 黒線；「震源として考慮する活断層」ではないと評価している断層 

※ケバは断層面の傾斜方向を示す 

凡例 

断層 

断層 

E→ ←W 

ESE→ ←WNW 



4-80 ４．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果 

 4.12 大陸棚外縁断層の断層活動の終息時期：CP層との関係 

 ＣＰ層のアイソパックマップ及び反射断面図から，ＣＰ層の層厚が大陸棚外縁断層に向かって厚くなっていること，ＣＰ層下部に変位及び変形が認められることから，大陸棚外縁断
層はＣＰ層下部堆積時にも逆断層としての活動を継続していたものと考えられるが，ＣＰ層上部には変位及び変形が認められないことから，ＣＰ層上部堆積時にはその活動はほぼ
終息していたものと考えられる。 

ＣＰ層のアイソパックマップ 

12ML-01 

No.3 
ＣＰ層 

12ML-01 

1sec 

2sec 

0sec 

1sec 

2sec 

0sec 

1sec 
(750m) 

2sec 
(1500m) 

0sec 
(0m) 

3sec 
(2250m) 

1sec 

2sec 

0sec 

No.3 

ＣＰ層 

断層（反射断面において当該層に変位が認められる箇所） 

伏在断層（反射断面において当該層の下位層に変位が認められる箇所） 
 
 

 赤線；「震源として考慮する活断層」として評価している断層 

 黒線；「震源として考慮する活断層」ではないと評価している断層 

※ケバは断層面の傾斜方向を示す 

凡例 

E→ ←W 

ESE→ ←WNW 



4-81 ４．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果 

 4.12 大陸棚外縁断層の断層活動の終息時期：ＢP層との関係 

 ＢＰ層のアイソパックマップ及び反射断面図から，ＢＰ層の層厚は大陸棚外縁断層に向かって厚くなるような傾向を示さず，ＢＰ層に変位及び変形も認められないことから，大陸棚
外縁断層の活動はＢＰ層堆積時には既に終了していたものと考えられる。 

ＢＰ層のアイソパックマップ 

12ML-01 

No.3 
ＢＰ層 

12ML-01 

1sec 

2sec 

0sec 

1sec 

2sec 

0sec 

1sec 
(750m) 

2sec 
(1500m) 

0sec 
(0m) 

3sec 
(2250m) 

1sec 

2sec 

0sec 

No.3 

ＢＰ層 

断層（反射断面において当該層に変位が認められる箇所） 

伏在断層（反射断面において当該層の下位層に変位が認められる箇所） 
 
 

 赤線；「震源として考慮する活断層」として評価している断層 

 黒線；「震源として考慮する活断層」ではないと評価している断層 

※ケバは断層面の傾斜方向を示す 

凡例 

E→ ←W 

ESE→ ←WNW 



4-82 ４．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果 

 4.12 大陸棚外縁断層の断層活動時期：まとめ 

地質年代 堆積期 主な応力場 概要 

約16Ma～11Ma Ｅ層（蒲野沢層相当）
堆積期 

東西引張応力場  Ｅ層の層厚が大陸棚外縁断層を境に西側で厚いことから，
大陸棚外縁断層はＥ層堆積時には西落ちの正断層として活
動していたと考えられる。 

約6.4Ma～1.4Ma ＤＰ層堆積期 東西圧縮応力場  ＤＰ層は，大陸棚外縁断層の東側（大陸棚下側）のみに分布
し，大陸棚外縁断層に切られていることから，大陸棚外縁断
層はＤＰ層堆積時に西上がりの逆断層センスの活動を開始し
たと考えられる。 

約1.4Ma～0.25Ma ＣＰ層堆積期 東西圧縮応力場  CP層の層厚が大陸棚外縁断層に向かって厚くなっていること， 
CP層下部に変位及び変形が認められることから，大陸棚外
縁断層はCP層下部堆積時にも逆断層としての活動を継続し
ていたものと考えられるが，CP層の上部には変位及び変形
が認められないことから，CP層上部堆積時にはその活動は
ほぼ終息していたものと考えられる。 

 

約0.25Ma～ ＢＰ層堆積期 東西圧縮応力場  BP層の層厚は大陸棚外縁断層に向かって厚くなるような傾
向を示さず，BP層に変位及び変形も認められないことから，
大陸棚外縁断層の活動はBP層堆積時には既に終了してい
たものと考えられる。 

 なお，最終氷期の水深が大陸棚肩部付近の水深と同程度で
あったと考えると，大陸棚上側が平らであるのは，最終氷期
に削剥されたことによるものであると考えられる。 

 

大陸棚外縁断層は，Ｅ層（蒲野沢層相当）堆積時には西落ちの正断層として活動し，ＤＰ層堆積時には反転して西上がりの逆断層として活動した。
そのことが，下北半島東方沖の地質構造の形成に深く関わっていたと考えられる。 

なお，大陸棚外縁断層の活動は，BＰ層堆積時（約0.25Ma以降）には既に終了していたものと考えられる。 
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５．敷地近傍の地球物理学的調査 
 



5-2 ５．敷地近傍の地球物理学的調査 

 既往探査の探査仕様 

 既往探査の探査仕様を以下に示す。 
 各探査の目標深度は，H24年に実施した海陸統合探査は地下3,000～5,000ｍ，その他の

探査は1,000m～2,000m程度を目標深度としている。 

既往探査の仕様 

H24海陸統合探査 

項目

 H7-A1, H7-A2  H17（A測線）  H24（敷地南部A測線） H24海陸統合探査

 震源  火薬
 油圧ｲﾝﾊﾟｸﾀｰ

ｴｱｶﾞﾝ
 電磁ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ

 大型ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ
エアガン

 測線長  H7-A1： 約2.5km 約3.2km  約2.4km  約39km

 H7-A2： 約1.0km

 発振点間隔  5m  5m  5m  25m

 受振点間隔  5m  10m  10m  12.5m

 収録チャンネル数  120ch  90ch  144～192ch 敷設全区間

 サンプルレート  1ms  1ms  1ms 2ms

 収録記録長   2s 3s  2s  10s以上

測線名



5-3 ５．敷地近傍の地球物理学的調査 

 反射法地震探査データの解析手順 

【反射法地震探査データの解析手順】 
 既往探査測線の探査データは，基本的に右のフローに示される手順で解析を行っている。 
 探査で得られたデータは各種処理によりノイズと信号とを分離し，ＣＭＰ重合を行った後，

マイグレーションを行っている。 

【再解析の実施】 
 既往探査測線について，解析結果の精度向上を図るため，再解析処理を実施した。 
 再解析処理として，屈折波トモグラフィー解析，τ-ｐ領域での低速度ノイズ除去及び長

周期のマルチ除去を行った。 
 再解析は，既往の反射法地震探査測線のうち，Ｈ７－Ａ１測線，Ｈ１７（Ａ測線），Ｈ２４

（敷地南部Ａ測線）について行った。なお，H24（敷地南部A測線）については，既往の結
果に対し顕著な改善は見られなかった。 

• 屈折波トモグラフィー解析は，表層の速度分布をアイコナール差分法で求める手法である。 
当地域では，表層から弾性波速度の高い箇所もあることから，本解析が高精度のフィール
ド静補正を行うにあたって重要である。 

• 当地域では，表層の弾性波速度の高い層の影響で様々な速度の表面波が発生すること
から，共通振源点，および共通受振点データをτ-p変換して，低速度ノイズを除去した。 

• 長い波長の重複反射は，通常のデコンボリューションでは除去できないことから，CMP
データをτ-p変換し，フィルター長の長いプレディクティブ・デコンボリューションを用いてノ
イズ除去を行った。 
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６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差 
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Tr-4トレンチ北面とTr-5トレンチ北面 

Tr-4トレンチ北面のＦ－９断層 

Tr-4トレンチ南面のＦ－９断層 

（Tr-4トレンチ北面） Tr-5トレンチ北面 

 Tr-4トレンチでは，Ｆ－９断層直上のＭ１’面段丘堆積物及び洞爺火山灰層に変状（北面：撓み，南面：段差，小断裂，撓み）が認められるが，これを覆うM2面段丘堆積物に変位・変形は認められない。 

 Tr-4トレンチのＦ－９断層とＴｒ－5トレンチのＦ－４断層間の断層上盤側（蒲野沢層）は，撓みにより第四系基底面，Ｍ１’面段丘堆積物，洞爺火山灰層が約0.5m～1m高くなっているが，南のＴｒ－17トレンチには
岩盤上面に高度差はなく，撓みはＦ－９断層とＦ－４断層会合部付近に分布が限られることから，第四系の変状は，断層活動によるものではないと判断される。 

 

Tr-4北面 

Tr-５北面 

Ｍ１’ 

Toya 

Ｍ２ 
ℓm 

Ｍ１’ 

岩盤上面 

地形面 

Ｍ１’ 

ℓm 

地形面 

Toya 
Ｍ２ 

Ｆ－９断層，Ｆ－４断層間の第四系の撓み 

Ｆ－９断層上盤の第四系の撓み h=78cm 

 

Ｆ－９断層上盤の第四系の撓み（h=107cm） 

s 

s 

bn 

bn 

岩盤上面 

bn 

岩盤上面 
Ｍ１’ 

Ｍ１’ 

Ｍ２ 

Ｍ２ 

Ｍ１’上面 

６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差   

 Ｆー９断層： Tr-4トレンチ 

Toya 

岩盤上面 

岩盤上面 

岩盤上面 

ℓm 

Ｆ１ 

Ｆ2 

Ｆ１ 

Ｆ2 
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 iトレンチ南北法面では，Ｆ－９断層直上のＭ１’面段丘堆積物及び洞爺火山灰層に変状（撓み）が認められるものの，これらを覆うＭ２面段丘堆積物に変位・変形は認められない。 

 Ｆ－９断層箇所の岩盤上面には高度差は認められず，Ｆ－９断層を挟んで数m幅の範囲においても岩盤上面に顕著な高度差はない。 

北面 

南面 

iトレンチ南面のＦ－９断層 

Ｆ－９断層上盤の第四系の撓み(h=32cm） 

s 

Ｍ１’ 

Ｍ２ 

ℓm 

Toya 

地形面 

iトレンチ北面のＦ－９断層 

Ｆ－９断層上盤の第四系の撓み(h=23cm) 

Ｍ１’ 

Ｍ２ 

ℓm 

Toya 

s 地形面 

Ｍ２上面 

Ｍ２上面 

Ｍ１’上面 

岩盤上面 

６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差   

 Ｆー９断層： iトレンチ 

岩盤上面 

岩盤上面 

岩盤上面 

Ｆ１ 

Ｆ2 

Ｆ１ 

Ｆ2 
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2iトレンチ北面のＦ－９断層 

2iトレンチレンチ南面のＦ－９断層 

 2iトレンチ南北法面では，Ｆ－９を覆う第四系に変位・変形は認められない。 

北面 

南面 

Ｆ３ 
aℓ 

s 

Ｆ３ 

aℓ 

s 

不整合面の起伏 

地形面 

地形面 

Ｆ３上面 

Ｆ３上面 

６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差   

 Ｆー９断層： 2iトレンチ 

岩盤上面 

岩盤上面 

Ｆ－９ 

Ｆ－９ 
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ｊトレンチ北面のＦ－９断層 

ｊトレンチレンチ南面のＦ－９断層 

 ｊトレンチ南北法面では，Ｆ－９断層を覆うＭ２面段丘堆積物に変位・変形は認められない。 

北面 

南面 

Ｍ２ 

ℓm 

aℓ 

Ｍ２礫層上面 

s 

Ｍ２ 

Ｍ２礫層上面 
地形面 

地形面 

bn 

６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差   

 Ｆー９断層： jトレンチ 

岩盤上面 

岩盤上面 

s 
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2j(1)トレンチ北面のＦ－９断層 

2j(1)トレンチ南面のＦ－９断層 

 2ｊ(1)トレンチ南北法面では，Ｆ－９断層を覆う第四系に変位・変形は認められない。 

北面 

南面 

Ｆ３ 
aℓ 

bn 

Ｆ３ 
aℓ 

bn 地形面 

地形面 

Ｆ３礫層上面 

６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差   

 Ｆー９断層： 2j(1)トレンチ 

岩盤上面 

岩盤上面 

s 

s 
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ｋトレンチ北面のＦ－９断層 

kトレンチ南面のＦ－９断層 

 kトレンチ南北法面では，Ｆ－９断層を覆う第四系に変位・変形は認められない。 

北面 

南面 

aℓ 

aℓ 

地形面 

地形面 

６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差   

 Ｆー９断層： kトレンチ 

岩盤上面 

岩盤上面 
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 2kトレンチ南北法面では，Ｆ－９断層を覆うＭ１’面段丘堆積物に変位・変形は認められない。 

６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差   

 Ｆー９断層： 2kトレンチ 

2ｋトレンチ北面のＦ－９断層 

2kトレンチ南面のＦ－９断層 

北面 

南面 

Ｍ１’ 

Ｍ２ 
Toya ℓm 

Ｍ１’ 

Ｍ２ 
ℓm Toya 

aℓ 

aℓ 

ℓm 

地形面 

地形面 

Ｆ－９ 

Ｆ－９ 

Ｆ－９ Ｆ－９ 

岩盤上面 

岩盤上面 

bn 
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 2k’トレンチ南北法面では，Ｆ－９断層を覆うＭ１’面段丘堆積物，洞爺火山灰層，Ｍ２面段丘堆積物等に変位・変形は認められない。 

６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差   

 Ｆー９断層： 2k’トレンチ 

2ｋ’トレンチ北面のＦ－９断層 

2ｋ’トレンチ南面のＦ－９断層 

北面 

南面 

Ｍ１’ 
Ｍ２ 

Toya 
To-Rd 

ℓm 
s 

To-Rd 

岩盤上面 

Ｍ１’上面 

Toya 

Ｍ１’ 

Ｍ２ 

ℓm 
s 

岩盤上面 

地形面 

地形面 

Ｍ１’上面 

Ｆ１ 

Ｆ2 

Ｆ3 

Ｆ１ 

Ｆ2 

Ｆ3 

Aso-4 
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ℓ(2)トレンチ北面のＦ－９断層 

ℓ(2)トレンチ南面のＦ－９断層 

 ℓ(2)トレンチ南北法面では，Ｆ－９断層を覆うＭ１’面段丘堆積物，洞爺火山灰層，Ｍ２面段丘堆積物等に変位・変形は認められない。 

北面 

南面 

Toya 

Toya 

Ｍ１’ 

Ｍ２ 
ℓm 

s 

Ｍ１’ 

Ｍ２ 
ℓm 

s 地形面 

地形面 

Ｍ１’礫層上面 

Ｍ１’礫層上面 

６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差   

 Ｆー９断層： ℓ(2) トレンチ 

岩盤上面 

岩盤上面 

Ｆ１ 

Ｆ2 

Ｍ１’ 

Ｆ１ 

Ｆ2 
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北面 

南面 

Tr20’-3,2,4トレンチ北面のＦ－９断層 

Tr20’-3,2,4トレンチ南面のＦ－９断層 

 Tr20’-3,2,4トレンチのＦ－９断層直上で第四系の変状（北面：小断裂，撓み，南面：段差，撓み）が認められる。 

 Tr20’-3,2,4トレンチのＦ－９断層東側（下盤側）の泊層上部層分布域では，岩盤上面及び地形がやや高くなっており，第四系の変状（主として撓み）が認められる。 

 Tr20’-3,2,4トレンチのＦ－９断層西側で岩盤上面が低くなっているが，第四系には変状がなく，Ｍ１面段丘堆積物堆積前の侵食による高度差である。 

 前述（6.3.4(3)）のとおり，Ｆ－９断層東側では，もともと岩盤上面が高かった部分に第四系の変状に伴う撓み（起伏）が重なったもので，撓みの分布・形態が多様であることからも，岩盤
上面及び地形の高まりと断層活動との関連性はない。 

Ｍ１ 

Toya 

To-Rd 

ℓm 
s bn 

Ｍ１ 

To-Rd 
ℓm 

s 

Toya 

Toya 

Toya 地形面 

地形面 

岩盤上面 

Ｆ－９断層下盤の第四系の撓み 

Ｆ－９断層下盤の第四系の撓み 

岩盤上面 

６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差   

 Ｆー９断層： Tr20’-3,2,4トレンチ 

岩盤上面 

岩盤上面 

Ｆ１ Ｆ2 

Ｆ１ Ｆ2 Ｆ3 

Ｆ3 
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Tr-20トレンチ北面のＦ－９断層 

Tr-20トレンチ南面のＦ－９断層 

 Tr-20トレンチのＦ－９断層直上で第四系の変状（北面：撓み，南面：小断裂，撓み）が認められる。 

 Tr-20トレンチのＦ－９断層東側（下盤側）の泊層上部層分布域では，岩盤上面及び地形がやや高くなっており，第四系の変状（主として撓み）が認められる。 

 Tr-20トレンチのＦ－９断層西側で岩盤上面が低くなっているが，第四系には変状がなく，Ｍ１面段丘堆積物堆積前の侵食による高度差である。 

 Ｆ－９断層上盤の岩盤上面，第四系の高まりは，前述（6.3.4(3)）のとおり，Ｆ－９断層南端東側付近に分布が限られている局所的な現象であることから，断層活動によるものではないと
判断される。 

 

南面 

北面 

Ｍ１ 

Toya 

T-Rd 

ℓm 

Ｍ１ 

T-Rd 

ℓm 

Toya Toya 

Toya 地形面 

地形面 

Toya 

Ｆ－９断層下盤の第四系の撓み 

Ｆ－９断層下盤の第四系の撓み 

岩盤上面 

岩盤上面 

６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差   

 Ｆー９断層： Tr-20トレンチ 

岩盤上面 

岩盤上面 

Ｆ１ Ｆ2 
Ｆ3 

Ｆ１ Ｆ2 Ｆ3 
s 

s 



6-13 ６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差   

 Ｆー３断層：中央トレンチ 

 中央トレンチ南北法面では，Ｆ－３断層を覆うＦ１扇状地堆積物に変位・変形は認められない。 

 

北面 

南面 

Ｆ１ 

aℓ 

Ｆ１ 

aℓ 

地形面 

地形面 

中央トレンチ北面のＦ－３断層 

中央トレンチ南面のＦ－３断層 

岩盤上面 

岩盤上面 

Ｆ3 

Ｆ3 
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 Tr-11東（E-W）トレンチ南北面では，Ｆ－３断層を覆うＭ１’面段丘堆積物に変位・変形は認められない。 

 Ｆ－３断層破砕部は，セピオライトを伴い珪化作用により固結・岩石化している。 

北面 

南面 

c 

Ｍ１’ 

Toya 

ℓm 

Tr-11東（E-W）トレンチ北面のＦ－３断層 

s 

Ｆ３ 
bn 

Ｍ１’ 

Tr-11東（E-W）トレンチ南面のＦ－３断層 

岩盤上面 

岩盤上面 

Ｍ１’礫層 

Ｍ１’礫層 

６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差   

 Ｆー３断層： Tr-11東（E-W）トレンチ 

s 

ｓ－６ 

Ｆ２ 

ℓm 

Ｆ1 
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 Tr-10トレンチ南北面では，Ｆ－３断層を覆う第四系に変位・変形は認められない。 

６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差   

 Ｆー３断層： Tr-10トレンチ 

Tr-10トレンチ北面のＦ－３断層 

Tr-10トレンチ南面のＦ－３断層 

北面 

南面 

s 

ℓm 

Ｆ３ 

s 

地形面 
ℓm 

岩盤上面 

Ｆ３ 

ℓm 地形面 
ℓm 

岩盤上面 

bn 

ℓm 
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 Tr-6’トレンチ南北面では，Ｆ－３断層直上で第四系の変状（北面：段差，粘土注入，撓み，南面：撓み）が認められるが，Ｆ－３断層を挟んで数ｍ幅の範囲において，岩盤上面及びＦ１

扇状地堆積物の上面に顕著な高度差は認められない。 

Tr-6’トレンチ南面のＦ－３断層 

Tr-6’トレンチ北面のＦ－３断層 

北面 

南面 

Ｆ３ 

Toya 

s 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

Ｆ３ 

s 

Ｆ１上面 

Ｆ1上面 

地形面 

地形面 

６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差   

 Ｆー３断層： Tr-6’トレンチ 

岩盤上面 

岩盤上面 

岩盤上面 

岩盤上面 

Ｆ２ 

Ｆ２ 
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Tr-27トレンチ南面のＦ－３断層 

Tr-27トレンチ北面のＦ－３断層 

北面 

南面 

Ｆ２ 
ℓm 
s 

Ｍ１’ 

Toya 

Ｆ２ 

ℓm 

Ｍ１’ 

ℓm 

bn 

s 

地形面 

地形面 

岩盤上面 

岩盤上面 

bn 

Toya 

Ｍ1’上面 

６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差   

 Ｆー３断層： Tr-27トレンチ 

岩盤上面 

岩盤上面 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

 Tr-27トレンチ南北面では，Ｆ－３断層直上でＭ１’面段丘堆積物に第四系の変状（北面：小断裂，撓み，南面：小断裂，粘土注入）が認められるが，これを覆う洞爺火山灰層等には，
変位・変形は認められない。 

 Ｆ－３断層を挟んで数10m幅の範囲において，岩盤上面，Ｍ１’面段丘堆積物上面，洞爺火山灰層に顕著な高度差は認められない。 
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 南No.2トレンチ南北面では，Ｆ－３断層直上でＭ１’面段丘堆積物に第四系の変状（北面：段差，小断裂，南面：小断裂）が認められるが，これを覆う洞爺火山灰層等には，変位・
変形は認められない。 

 Ｆ－３断層を挟んで数ｍ幅の範囲において，岩盤上面，Ｍ１’面段丘堆積物上面，洞爺火山灰層に顕著な高度差は認められない。 

南No.2トレンチ南面のＦ－３断層 

南No.2トレンチ北面のＦ－３断層 

北面 

南面 

Ｍ１’ Ｆ１ 

Ｆ３ 

Toya 
s 

Ｍ１’ Ｆ１ 

Ｆ３ 

Toya 

s 

岩盤上面 

Ｍ1 ’上面 

Ｍ1 ’上面 

岩盤上面 

６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差   

 Ｆー３断層： 南No.2トレンチ 

岩盤上面 

岩盤上面 

Ｆ２ 

Ｆ１ 

Ｆ２ 

Ｆ１ 
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 Tr-6トレンチ南北面では，Ｆ－３断層を覆うＭ１’面段丘堆積物に変位・変形は認められない。 

Tr-6トレンチ南面のＦ－３断層 

Tr-6トレンチ北面のＦ－３断層 

北面 

南面 

Ｍ１’ Ｆ３ 

s 

bn 

地形面 

Ｍ１’ Ｆ３ 

s 
地形面 

岩盤上面 
Ｍ1 ’上面 

岩盤上面 

Ｍ1 ’上面の高度 

６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差   

 Ｆー３断層： Tr-6トレンチ 
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 Ｆ－３断層追跡坑坑口北法面では，Ｆ－３断層直上で第四系の変状（段差，粘土注入）が認められるが，Ｆ－３断層を挟んで数１０ｍ幅の範囲において，岩盤上面，Ｍ１’面段丘堆積物の
礫層に顕著な高度差は認められない。 

 Ｆ－３断層追跡坑坑口南法面では，Ｆ－３断層を覆う第四系に変位・変形は認められない。 

Ｆ－３断層追跡坑坑口南面のＦ－３断層 

Ｆ－３断層追跡坑坑口北面のＦ－３断層 

北面 

南面 

Ｍ１’ 
Ｆ３ 

s 主に盛土 
地形面 

bn 

Ｆ３ 
aℓ 

岩盤上面 

岩盤上面 

Ｆ３ Ｆ３ 
Ｍ１’ 

aℓ 

s 
地形面 

Ｍ1 ’上面 

岩盤上面 

岩盤上面 

Ｍ１’ 

Ｍ１’ 

ｓ 

s 

Ｆ３ 

Ｆ３ 

６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差   

 Ｆー３断層：Ｆ－３断層追跡坑坑口法面 
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 南No.1トレンチ南北面では，Ｆ－３断層を覆う第四系に変位・変形は認められない。 

南No.1トレンチ南面のＦ－３断層 

南No.1トレンチ北面のＦ－３断層 

北面 

南面 

Ｍ１’ 

s 
地形面 

Ｍ１’ 

s 
地形面 

岩盤上面 

岩盤上面 

Ｍ1 ’上面 

６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差   

 Ｆー３断層： 南No.1トレンチ 

Ｆ３ 

Ｆ３ 
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 3h(4)トレンチ南北法面では，Ｆ－４断層を覆うＭ１’面段丘堆積物及びＭ２面段丘堆積物に変位・変形は認められない。 

3h(4）トレンチ北面のＦ－４断層 

3h(4）トレンチ南面のＦ－４断層 

北面 

南面 

Ｍ１’ 

Ｍ２ 

s 
地形面 

Ｍ１’ 

Ｍ２ 

s 地形面 

岩盤上面 

岩盤上面 

Ｍ１’上面 

Ｍ１’ 上面 

６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差   

 Ｆー４断層： 3h(4)トレンチ 

Ｆ2 

Ｆ2 
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 Tr-3トレンチ南北法面では，Ｆ－４断層を覆うＭ１’面段丘堆積物，洞爺火山灰層及びＭ２面段丘堆積物に変位・変形は認められない。 

６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差   

 Ｆー４断層： Tr-3トレンチ 

Tr-3トレンチ北面のＦ－４断層 

Tr-3トレンチ南面のＦ－４断層 

北面 

南面 

Ｍ１’ 

Ｍ２ 
Toya 

ℓm 
s 

地形面 

Ｍ１’ 

Ｍ２ 

Toya 

ℓm 
s 

地形面 

岩盤上面 

Ｍ１’ 上面 

岩盤上面 

Ｍ１’ 上面 

Ｆ1 

Ｆ2 

Ｆ2 Ｆ1 



6-24 ６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差   

 Ｆー４断層： Tr-5トレンチ 

Tr-5トレンチ北面とTr-4トレンチ北面 

Tr-5トレンチ西面のＦ－４断層 

Ｆ－４断層，Ｆ－９断層間の第四系の撓み（h=45cm～107cm） 

 

Tr-5トレンチ北面のＦ－４断層 

（Tr-4トレンチ） （Tr-5トレンチ） 

Ｆ－４断層上盤側の第四系の撓みh=45cm 

Ｆ－４断層上盤側の第四系の撓（h=45cm） 

Tr-4北面 

Tr-5北面 

Tr-16西面 

Ｍ１’ 

Ｍ２ 
Toya 

ℓm 

s 地形面 

Ｍ１’ 

Ｍ２ 

Toya 

ℓm 
s 地形面 

Ｍ１’ 

Ｍ２ 

ℓm 
s 

岩盤上面 

岩盤上面 

岩盤上面 

Ｍ１’ 

Ｍ２ 

岩盤上面 

岩盤上面 

岩盤上面 

Ｆ2 

Ｆ1 

Ｆ2 

Ｆ1 

Aso-4 

To-Rd To-Rd 
Ｍ1 ’上面 

 Tr-5トレンチのＦ－４断層直上で第四系の変状（北面：段差，小断裂，撓み，西面：小断裂，撓み）が認められる。 

 Tr-5トレンチのＦ－４断層とＴｒ－４トレンチのＦ－９断層間の断層上盤側（蒲野沢層）は撓みにより，第四系基底面，Ｍ１’面段丘堆積物，洞爺火山灰層が約0.5m～約1m高くなっているが，地形には
表われていない。 

 Ｆ－４断層上盤の第四系の変状は，Ｆ－４断層とＦ－９断層の会合部付近に分布が限られ，南側に連続しないことから，断層活動によるものではないと判断される。 
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 ｈトレンチ南北法面では，Ｆ－８断層を覆う第四系に変状（北面：段差，粘土注入，撓み，南面：小断裂，撓み）が認められるものの，南面ではＦ－８断層箇所の岩盤上面には高度差は
認められず，さらに，南北両面のＦ－８断層を挟んで数ｍ幅の範囲において，岩盤上面及びＭ2面段丘堆積物の上面に顕著な高度差は認められない。  

ｈトレンチ北面のＦ－８断層 

ｈトレンチ南面のＦ－８断層 

北面 

南面 

Ｍ２ 

s 
ℓm 

Ｍ２ 

s 
ℓm 

岩盤上面 

Ｍ２上面 

岩盤上面 

Ｍ２上面 

地形面 

地形面 

岩盤上面 

岩盤上面 

Ｆ3 

Ｆ3 

６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差   

 Ｆー８断層： hトレンチ 
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 F-8，F-10断層追跡トレンチ(B)，(C)法面では，Ｆ－８断層を覆うＭ２面段丘堆積物に変位・変形は認められない。 

F-８，F-１０断層追跡トレンチ(Ｃ)北面のＦ－８断層 

F-８，F-１０断層追跡トレンチ(B)南面のＦ－８断層 

F-８，F-１０断層追跡トレンチ(B)北面のＦ－８断層 

(B) 

(Ｃ) 

aℓ 

Ｍ２ 

aℓ 

Ｍ２ 

Ｍ２ 

岩盤上面 

Ｍ２礫層上面 

岩盤上面 

Ｍ２礫層上面 

岩盤上面 

Ｍ２礫層上面 

地形面 

地形面 

地形面 

北面 

南面 

６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差   

 Ｆー８断層： F-8,Ｆ-10断層追跡トレンチ(B),(C) 
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2h(2)トレンチ北面のＦ－１０断層 

2h(2)トレンチ南面のＦ－１０断層 

 2h(2)トレンチ北法面では，Ｆ－１０断層を覆う第四系に変状（小断裂，段差）が認められるものの，Ｆ－１０断層を挟んで数ｍ幅の範囲において，岩盤上面，Ｍ２面段丘堆積物の礫層に
顕著な高度差は認められない。 

 2h(2)トレンチ南法面では，Ｆ－１０断層を覆うＭ２面段丘堆積物に変位・変形は認められない。 

 

北面 

南面 

Ｍ２ 

Ｆ３ 

aℓ 

Ｍ２ 

Ｆ３ 

aℓ 

岩盤上面 

Ｍ２礫層上面 
地形面 

岩盤上面 

地形面 Ｍ２礫層上面 

６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差   

 Ｆ－１０断層：2h(2)トレンチ 

岩盤上面 

岩盤上面 
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起振実験ヤード法面(A)のＦ－１０断層 

起振実験ヤード法面(B)のＦ－１０断層 

 起振実験ヤード法面 (A)では，Ｆ－１０断層を覆うＭ２面段丘堆積物に変位・変形は認められない。 

 起振実験ヤード法面 (B)では，Ｆ－１０断層を覆う第四系に変状（小断裂）が認められるものの，Ｆ－１０断層を挟んで数10m幅の範囲において，岩盤上面，Ｍ２面段丘堆積物に顕著な
高度差は認められない。 

(A) 

(B) 

Ｍ２ 

s 

Ｍ２ 

ℓm aℓ 

岩盤上面 

Ｍ２上面 

地形面 

To-Rd 
ℓm 

s 
Ｍ２上面 

地形面 

岩盤上面 

６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差   

 Ｆ－１０断層：起振実験ヤード法面(A),(B)  

岩盤上面 

Ｍ２ 

Ｆ2 

岩盤上面 
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東面 西面 

2h-3h間トレンチ 

2h(1)トレンチ 

Ｆ－８，Ｆ－１０追跡トレンチ 

A 

B 

2h-3h間トレンチ東面のＦ－１０断層 

2h-3h間トレンチ西面のＦ－１０断層 

 2h-3h間トレンチ東法面では，Ｆ－１０断層を覆うＭ２面段丘堆積物に変位・変形は認められない。 

Ｍ２ 

ℓｍ 

Ｍ２ 

ℓｍ 

s 

地形面 

地形面 

s 

６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差   

 Ｆ－１０断層：2h-3h間トレンチ 

岩盤上面 

岩盤上面 

Ｆ３ 

Ｆ３ 
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2h-3h間トレンチ 

2h(1)トレンチ 

Ｆ－８，Ｆ－１０追跡トレンチ 

A 

B 

Ｆ－８，F-１０断層追跡(A)北面のＦ－１０断層 

Ｆ－８，F-１０断層追跡(B)面のＦ－１０断層 

 Ｆ－８，F-１０断層追跡トレンチ(A),(B)法面では，Ｆ－１０断層を覆うＭ２面段丘堆積物に変位・変形は認められない。 

Ｍ２ 

Ｍ２ 

ℓm 

ℓm 

s 

s 

Ｍ２上面の高度 

 

Ｍ２上面 

地形面 

地形面 

６．敷地のトレンチにおける岩盤上面の高度差   

 Ｆ－１０断層：Ｆ－８,F-１０断層追跡トレンチ(A),(B)  

岩盤上面 

岩盤上面 




